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京都パレスワイズメンズクラブ会長
後藤 有志
「次の半世紀へ歩き出そう」

"Start Walking to the
  Next Half Century"
～新しい時代に調和した
 　 クラブを目指す～

国際会長〔ＩＰ〕
キム・サンチェ  (韓国)
"Y’s Men with the World"
「世界とともにワイズメン」

"Heal the World
  with Love & Dignity"
「愛と尊厳で世界を癒そう」

アジア太平洋地域会長〔AＰ〕
大野 勉  (神戸ポート)

「100年を越えて変革しよう」
"Make A Di�erence
  beyond the 100th"

 「健康第一！」
"Be Healthy!"

西日本区理事
新山 兼司 （京都トップス）
「Challenges for the future
未来への挑戦」
“羽ばたこう！
 2022年ワイズ100周年に
 向かって！”

京都部部長
中村 隆司 (京都ウェル)
「人生は一度きり Part 2」
～ワイズライフで人生を
    謳歌しましょう！～
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CHARTERED 1971

今月の聖句

　さあ！始めましょうか！
　48期から、50周年アクト検討委員会で始まり、50周年事業実行委員会と名を変え活動して早
4年。
　新型コロナの影響により50期に開催予定していた令和3年3月27日、5月23日と2回の延期を
余儀なくされ、今年5月7日に開催を決定し、着々と準備を進めております50周年記念例会。　
この誰もが予想もしていない新型コロナウイルス感染の状況においても、下を向くことはなく常
に策を練り、皆で進めてこられたのもパレスクラブ50年における経験と知識の賜物であると考
えます。
　50周年に際し、今までの記念例会やパーティーのような斬新な演出はせず、現状の社会情勢に
そった、スマートでエレガントな形式で開催いたします。
　記念アクトに関しましても、今までに無い記念事業をと考え50周年を迎えることができたこ
の機に、ワイズメンズクラブの原点回帰とし、主題を「Thanks YMCA!!」と掲げ、今成すべき
ことは何か、YMCAにとって今何が必要か、また、これからの未来につながる事とは何かを考え
記念事業を模索し続けた結果、地域貢献、社会貢献にもつながるとても素晴らしい記念事業が発
案されました。
　パレスクラブだから出来るこの事業を実行することで、YMCAはじめ、ワイズメンズクラブの
未来を見据えずっと努力を続けていける有意義な記念事業となるでしょう。
　この50周年は次の60年、100年の未来に向けて今以上に、YMCAや地域の皆様のお役に立ち、
地域社会になくてはならない存在を目指し、力強く発展する新たな出発点となるよう願っており
ます。
　コロナは終息しておりませんが、柔軟に適時対策と方法を考え、パレスの50周年にふさわし
い「50周年記念例会」と「記念アクト」を成功させましょう！
　パレスクラブのメンバーとして、この記念例会の開催と大規模な奉仕事業を経験することで、
日常の仕事や活動にフィードバックでき成長につながり、必ずやって良かったと思える経験とな
ると思います。
　メンバーが一丸となり、皆の記憶に残りこれからの歴史を創る記念例会にしましょう！

例 会 出 席 ニコニコ/ファンド/BFポイント
ニコニコ 1月第一例会
ニコニコ 1月第二例会

累計
ファンド収益
その他収益

累計
電気ファンド1月

累計

10,000円
5,000円
94,000円
855,821円

0円
855,821円
20,377円

　156,606円
BF 切手 0pt　BF 現金 0pt　累計 0pt

52名
1名
2名
1名

0名
41名
78.8％

1月第一例会
内、メンバー
メネット
コメット
ゲスト
ビジター
スピーカー

  37名
  37名
  0名
  0名
  0名
  0名
 0名

1月第二例会
内、メンバー
メネット
コメット
ゲスト
ビジター
スピーカー

 35名
 35名
  0名
  0名
  0名
  0名
  0名

在籍クラブ会員数
担当主事
パレス功労会員数
パレス維持会員数

月間MU総数
月間出席者数
月間出席率

強 調 月 間

TOF

Kouji Yoshioka吉岡 幸次

50周年記念例会
50周年事業実行委員長

旧約聖書 申命記10章 12～13節
イスラエルよ。今、あなたの神、主があなたに求めておられることは何か。ただ、あなたの神、主を
畏れてそのすべての道に従って歩み、主を愛し、心を尽くし、魂を尽くしてあなたの神、主に仕え、 
わたしが今日あなたに命じる主の戒めと掟を守って、あなたが幸いを得ることではないか。



2022  1-12 wed. 1月  第一例会 ブライトンホテル第1196回 

January

パレス良いとこ、そうらん花吹雪・新年例会
　新年第1196回例会が懐かしいブライトンホテルで行
われました。後藤会長の新年の挨拶は新年例会らしく
厳かに金屏風の前でのご挨拶となりました。続きまし
て古川次期会長の乾杯の挨拶です。セオリーに従い乾
杯の挨拶は短く端的に行われ皆さんお待ちかねの、乾
杯です！
　今年の新年例会のアトラクションは、芸名「宮川は
るの」、若林ワイズの新年を祝うお歌が披露されました。
コロナでステージから遠ざかり久々のご披露という事
でしたが流石にプロの堂々とした迫力あるステージで
した。「祇園天鶴さん」「島田のブンブン」「日本そうら
ん花吹雪」の楽曲をご披露頂きました。

　そして、次期52期古川会長よりキャビネット紹介が
有りました。
　副会長　谷口ワイズ　堀ワイズ
　書記　　川田ワイズ　手嶋ワイズ
　会計　　宇野ワイズ　大橋ワイズ
　なんと次々期53期の安原会長も紹介されました。皆
さんまだまだコロナ問題等大変でしょうけどパレスの
未来を宜しくお頼み申します。
　その後、隠塚さんによるパレス&ラオス・クイズ大
会で色々なトリビアで盛り上がりました。
　久々のブライトンホテルでの例会、懐かしいスタッ
フさん達に親身にお世話頂き、4人席でアクリルパー
テンションも有りコロナ対策も申し分無い状態の温か
な楽しい新年例会となりました。皆様有難う御座いま
す。
　本年もメンバーの皆さん、コロナに負けずに頑張っ
て行きましょう！！

Akinori Yamada

2022  1-26 wed.1月  第二例会 京都ホテルオークラ第1197回 

January
山田 明典

　1月第二例会、51期半期総会は新型コロナ感染症第
6波の中、急遽食事無し、1時間に短縮のzoom併用
開催となりました。急な段取りではありましたが、
音声途切れや、画像の乱れなどは余り見られず、
zoom併用開催は成功と考えております。
　ここ最近では、京都で毎日1000人以上の感染者が
出ており、私自身も1月初旬に濃厚接触者に認定され
てしまい、10日間の自宅待機も経験しました。この
ようなコロナ禍の中、例会をどのように行うべきか、
という議論は尽きませんが、やはり食事は無しとし
て、対面をできるだけ避けるzoom併用が一番多くの
方に参加頂ける方法だと思います。
　京都府でもまん延防止等重点措置が適用され、今
後コロナがどのように終息していくのかが全く見え
ない中、50周年記念例会が控えておりますが、しっ
かりと準備をして5月には再度落ち着きを取り戻し、
多くの方々が対面でも安心して記念例会に参加でき
る状況になっている事を心より願っております。

小西 孝典

Takanori Konishi



　京都パレスクラブが設立されて半世紀が経ち、古き良き伝統を重ん
じるだけではなく新しい発想で、世界のワイズメンズクラブの中でも
大きな責任と役割を担うクラブの一つとして常に進化して参りまし
た。第52代会長を仰せつかり、大きな責任と溢れんばかりの大きな
楽しみを抱いています。
　昨今のコロナで今後もどの様な制約が出てくるかは分かりません
が、歴代会長の皆様の思いを感じながら、後藤51期会長からしっか
りとバトンを繋いで、どの様な制約が有ろうとも、楽しくしっかりし
た52期の三役の皆さんと試行錯誤しながらも、特にクラブ内の親睦
を第一にして各事業活動に邁進して参ります。そして、11月には、
ワイズメンズクラブ設立100周年の節目の大会が台湾でございます。
パレスメンバーの皆さん一緒に行きましょう（ご都合の良い方）。何
よりも、「パレスの頼もしいメンバーの皆様と一緒に、より楽しく精
一杯に」をモットーに活動させて頂きます。
　一年、宜しくお願い致します。

　2月はTOF（Time Of Fast）、FF（Family Fast）、CS(Community 
Service)月間とされています。
　世界に目を向けると紛争、貧困、環境破壊またその中で飢餓や感染
症などで苦しみ亡くなっていく子供や人々が数多くおられます。私た
ちワイズメンは毎日平穏に日々を過ごしていることに感謝するととも
に世界の人々の平和と平穏な生活を願い活動しています。２月のこの
月間は仕事の合間少しTOF（断食の時）について考えてみましょう。
　「世界の飢餓に苦しむ人々の為に、ある月の例会の食事を抜きにし
てその分の金額を国際に集め、その年度に定めた支援目標に捧げる奉
仕活動」とされています。またCS活動としてはRBM（ロール・バック・
マラリア）があります。世界ではいまだに毎年40万人以上の子供た
ちがマラリアで亡くなっています。マラリアはハマダラ蚊を介し人の
体内に侵入します。要するにマラリアを媒介するハマダラ蚊に刺され
ないことが重要とされています。現在、国際協会は現地に蚊帳を送る
資金として募金活動を進めています。

Yasuo Furukawa

第52期会長に向けて

古川 安雄

Takashi Kawakami

川上 孝司

TOF月間について
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